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1.緒 　言

　 従来 よ り補綴 臨床 において審美性,生 体親和性,機 能性 を兼 ね備 えた歯 冠修 復装置の
開発が進 められて来た。その中で,CAD/CAMシ ステ ムに よる加 工が可能 で,ブ リッジの
コー ピングの材料 として適 しているジル コニアの研究が多 くみ られる。オールセラミッ

クスクラウンのようにジル コニアに陶材 を築盛 ・焼成する場合,経 年的 変化 が少 な く,

高い強度 が得 られ るとい った利 点があるが,破 折やチ ッピングさ らに対合す る天然歯の
咬耗が欠点 として挙げられ る。一方,レ ジンジャケ ッ トクラ ウンはハイブ リッ ドセラミ

ックスの開発により,高 い審美性 と強度 が得 られ るよ うになってきた。また,天 然歯 と

硬度 が近 似 してお り,対 合歯 の咬耗等 の為害作用 を軽 減することができる。 しか し,ブ

リッジに単独 で使用す るには強度が不足 している。そこで,ジ ル コニアを フ レー ム とし
て用い ることで強度を保ちつつ,ハ イブ リッ ドセ ラ ミックスを築盛することで強靭かつ

対合歯への為害作用を抑 えられる補綴装置の製作が可能ではないかと考えた。 しか し,
ジル コニア にハイ ブ リッ ドセラ ミックスを築盛する場合の,接 着強 さに関す る研 究は数

少 な く,臨 床へ の普及 もほ とん どされ ていないのが現状である。

　本研究では,ジ ル コニア とハイブ リッ ドセ ラ ミックス との接着に注 目し,表 面処理法
とプ ライ マー処理 の併用による接着強 さについて検討することを目的 とした。

Ⅱ.方 　法

　 実験 に は,CAD/CAM用 のジル コニアブ ロック(AadvaZrジ ー シー社)を 被着 体 とし,

築盛す る材 料 にはハイ ブ リッ ドセ ラミックス(グ ラデ ィア　 ジー シー社)を 用 いた。
ジル コニアへの表面処理法は,ロ カテ ックシステム+シ ランカ ップ リング処理(RS)と

イ トロ処理+シ ランカ ップ リング処理(ITS)の2条 件 とした。表面処理後 のプ ライマー
処理には,ポ ーセ レンライナ ーM(サ ンメデ ィカル社 　PLＭ),ク リア フ ィル フォ トボ ン

ド(ク ラレメデ ィカル社　PB),モ ノボ ン ドプ ラス(イ ボ クラル社　MB),セ ラ ミック
プライマ ー(ジ ー シー社　CP)お よびユ ニバ ーサルプ ライマー(ト クヤマ社　U)の5種

類 を用 いた。 なお,プ ライマー処理後の表 面性 状 を調べるために,X線 光電子分光分析

(XPS分 析)を 行 った。

　剪断接着試 験用試料 の作製は,12×12×3mmに 加 工 した ジル コニア に表面処理 な らびに
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ライ マ ー処理 後,内径6㎜,高さ2㎜ の ラ ス ック チ ューブ を用 い,グ ラデ ィア

を築 盛 ・重 合 して製 作 した 。試 料 は 万 能 試 験機 を用 い て,ク ロスヘ ッ ドス ピー ド

0.5㎜/minの 条 件 で 剪 断接 着 強 さ を求 めた 。 なお,剪 断 接 着 試 験 後 の 界 面 を走 査 型

電 子 顕微 鏡 で観 察 した。 さ らに5,000回 のサ ー マ ル サ イ クル 負 荷 後 の 剪 断接 着 試 験

を行 っ た 。 なお,統 計 処 理 に はKruska1　Wallis　 H-test後 に,Mann　 Whitney　 U-test

with　 Bonferroni　 correction(P<0.05)で 多 重 比 較 検 定 を行 っ た。

Ⅲ.結 果

XPS分 析 で は,各 プ ライ マ ー 処理 にお い てC,Oお よびSiが 検 出 され た。 なお,RS

MBの みZrとAlが 検 出 され た。

剪 断接 着 試 験 で は,RS　 MB(25.5±7.9MPa)とITS　 CP(27.3±4.1MPa)お よびITSU

(30.0±6.OMPa)が,対 象 な らび に 他 の7条 件 の 処 理 法 と比 較 して有 意 に 高 い接 着 強

さ を示 した(P〈0.05)。 さ らに,こ れ ら3条 件 のSEM像 で は凝 集 破 壊 を示 して い た。

サ ー マ ル サ イ クル 負 荷 後 の 剪 断接 着 試 験 で は,ITS　 U(23.5±4.3MPa)が サ ー マル サ

イ クル 試 験 前(30.0±6.OMPa)よ りも有 意 な減 少 を示 した 。 なお,RS　 MB(19.7±4.5

Mpa)とITS　 CP(25.0±4.6MPa)で は 有 意 差 は認 め られ な か っ た(P〈0.05)。

IV.考 察

ジル コニ ア は シ リカ を含 有 して い な い の で,ロ カ テ ック シ ス テ ムや イ トロ処理 を

行 い シ リカ を付 着 させ,さ らに シ ラ ンカ ップ リン グ処 理 を行 うこ とで,シ ロ キサ ン

結 合 層 の 形 成 が され た もの と考 えて い る。 こ の こ と は,XPS分 析 結 果 でSiが 検 出 さ

れ た こ とか らも推 察 で き る。 ま た,プ ライ マ ー 処理 でMBを 用 い た場 合 に は,γ-MPTS

や リン酸 モ ノマ ー お よび サ ル フ ァイ ドメ タ ク リ レー トが含 まれ て い る こ とに よ り,

接 着 強 さが 向上 した もの と考 えて い る。CPの 場 合 に は,ビ ニル シ ラ ンが含 ま れ て い

る こ とに よって 接 着 強 さが 向 上 した もの と考 えて い る。 またUの 場 合 に は,ユ ニ バ ー

サ ル プ ライ マ ー と して各 種 接 着 性 モ ノマ ー の複 合 効果 に よ る もの と考 えて い る。 な

お,サ ー マ ル サ イ クル 負 荷 に よ りMBとCPで は 有 意 な接 着 強 さの低 下 が 見 られ な か っ

た理 由 と して は,こ れ らの プ ライ マ ー を用 いた こ とで,シ ロキ サ ン結 合 層 の加 水 分

解 を抑 制 した た め と考 え て い る。
V.結 論

以 上 の 実 験 結 果 よ り,ジ ル コニ ア とハ イ ブ リ ッ ドセ ラ ミ ック ス の接 着 に は,ロ カ

テ ック シス テ ム+シ ラ ン カ ップ リン グ処 理+モ ノボ ン ドの併 用 と,イ トロ処 理+シ

ラ ンカ ップ リン グ処 理+セ ラ ミッ クプ ライ マ ー の 併 用 が,有 効 で あ る こ とが示 唆 さ

れ た。


